
三島市長定例記者会見資料

令和４年９月 

月間行事予定 

川遊びを楽しむ三島の子どもたち （源兵衛川） 

日時 令和４年８月２６日（金） 

午前１０時３０分～ 

場所 三島市役所 本館２階 第二会議室
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記者会見資料

 

キャッシュレス決済事業で三島を応援！ 

キャッシュレス決済ポイントバック事業の実施について 
～今年度は４つの決済サービスでキャンペーンを実施します～ 

 

コロナ禍で疲弊した市内経済を活性化させ、感染防止対策を取りながら事業継続している市内事業者を支

援するとともに、新しい生活様式に対応したキャッシュレス決済の更なる普及促進を目的として、株式会社

博報堂、対象決済サービス会社４者（ｄ払い・ａｕＰＡＹ・楽天ペイ・楽天Ｅｄｙ）と連携したキャンペー

ンを実施します。 

市内の加盟店舗において、対象決済サービスを使用し決済をした方に対し、決済金額の最大 30％のポイ

ントを付与します。大変お得なキャンペーンとなっていますので、ぜひ市内でのお買い物をお楽しみくださ

い。 

 

 

１ 事業内容 

  対象期間中に市内加盟店舗において対象決済サービスでお支払いいただいた方に対し、決済金額の最大

30％のポイントを付与します。 

（１）対象期間   11月１日(火)～11月 30日(水) 

（２）対象決済サービス  ｄ払い・ａｕＰＡＹ・楽天ペイ・楽天Ｅｄｙ 

（３）対象店舗   市内の対象決済サービス加盟店舗（病院や金券ショップのほか一部店舗を除く） 

          ※各決済サービスアプリ内(対象期間内)や対象店舗店頭掲出ポスターで確認可能。 

（４）付与率・付与上限 

① 市内に本社・本店がある店舗（一部を除く） 

付与率：最大 30％、付与上限：2,000円相当／回、4,000円相当／対象期間 

  ② 上記①以外の店舗 

   付与率：最大 10％、付与上限：1,000円相当／回、2,000円相当／対象期間 

（５）付与予定日  各決済サービス事業者により異なります。 

（６）キャンペーン対象となる支払方法 

   各決済サービス事業者でポイント還元の対象となる支払い方法には条件等があります。詳細は今後公

開予定の専用ホームページでご確認ください。 

２ 消費者および事業者向け説明会 

（１）消費者向け  第１回：10月 26日(水)午後２時、第２回：11月７日(月)午後６時 

（２）事業者向け  第１回：９月 21日(水)午後２時、第２回：９月 26日(月)午後２時 

※会場はいずれも三島市役所大社町別館１階防災研修室。 

※上記は予定であり、日時および会場とも変更となる可能性があります。 

ここがポイント！ 

● 市内中小企業等の店舗で利用するとポイント付与率アップでさらにお得なキャンペーンです！ 

● 今年度は対象決済サービス会社が４者となり、利用者の皆様の選択肢が増え利便性を高めます。 

● キャッシュレス決済が不慣れな方には、実際の決済体験ができる説明会を開催します。 

● 電子マネー（楽天 Edy）を導入し、スマートフォンを持っていない方でも参加できます。 

三島市産業文化部商工観光課 〒411-8666 静岡県三島市北田町 4-47 担当：織部 

TEL. 055-983-2655 FAX. 055-983-2754  e-mail：syoukou@city.mishima.shizuoka.jp 

市民

DX 
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なぜ、いま「ウェルビーイング」が注目を集めるのかを分かりやすく解説 

ウェルビーイング講演会 ～地域をしあわせにするには～ 

 
三島市では、市民のウェルビーイングへの関心を高め、地域の幸せとは何かということを考える場とする

ため、ウェルビーイング講演会を開催します。「精神的、身体的、社会的に満たされている状態」を指し、

持続的幸福とも解される「ウェルビーイング」について、初めて触れる方にも分かりやすいお話をしていた

だきます。 

 

 

１ 内容  

日 時：令和 4年 9月 7日（水） 開演 午後 13：30（開場 12：30） 閉演 15：10 

場 所：三島市民文化会館 小ホール 

講 師：前野 マドカ氏 

演 題：ウェルビーイング講演会～地域をしあわせにするには～ 

入場料 ：無料 

定 員：200名 

 

２ 講師プロフィール 

EVOL株式会社代表取締役 CEO。慶應義塾大学大学院システムデザイン・

マネジメント研究科附属システムデザイン・マネジメント研究所研究員。

IPPA（国際ポジティブ心理学協会）会員。サンフランシスコ大学、アン

ダーセンコンサルティング（現アクセンチュア）などを経て現職。 

幸せを広めるワークショップ、コンサルティング、研修活動及びフレ

ームワーク研究・事業展開、執筆活動を行っている。システムデザイン・

マネジメント学、幸福学の研究者である前野隆司氏の妻。 

著書：『しなやかで強い子になる 4 つの心の育て方』（あさ出版、2022

年）、『ウェルビーイング』（日経文庫、2022年）、『そのままの私で幸せに

なれる習慣』（WAVE 出版、2020 年）、『ニコイチ幸福学 研究者夫妻がき

わめた最善のパートナーシップ学』（CCCメディアハウス、2019年）、      【前野 マドカ氏】 

『月曜日が楽しくなる幸せスイッチ』（ヴォイス、2017年） 

 

３ 申込方法 

令和 4年 8月 31日（水）までに電子申請(下記 QRコード)、市役所地域協働・安全課備付けの申込書提出

またはハガキに名前(フリガナ)、郵便番号、住所、電話番号、性別、「ウェルビーイング講演会参加希望」

を明記の上、三島市役所地域協働・安全課(〒411-8666 三島市北田町 4-47)へ郵送 

 

ここがポイント！ 

●  ウェルビーイングは、今や地域社会やビジネスで最も注目されている「キーワード」です。 

● ウェルビーイングとは何か、地域の幸せとは何か、ということについて分かりやすい話が聞けます。 

● 三島市では今後、ウェルビーイングの概念を各地域に広めていきます。 

三島市環境市民部地域協働・安全課 〒411-8666 静岡県三島市北田町4-47 担当：柿島 
TEL. 055-983-2708 FAX. 055-975-3130  e-mail：chiiki@city.mishima.shizuoka.jp 
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市の取り組みの満足率 1位は「せせらぎと緑や花を活かしたまちづくり」 

令和４年度「三島市市民意識調査」の結果について 
 

市民の皆さまの意見や要望を市政の参考とするため、市民意識調査を実施しました。 

 

 

 

１ 調査方法 

単純無作為抽出した18 歳以上の市民2,000 人を対象として、5 月12 日から5 月31 日までの期間、郵送及

びインターネットで調査しました。有効回答数は1,161 件（内、インターネットによる回答371 件）でした。

有効回答率は 58.1％で、前年より 0.2 ポイント減少しましたが、インターネットによる回答が 84 件増えま

した。 

 

２ 調査の内容 

 【継続調査：15 項目】 

「居住環境」、「市の取り組みの満足度」、「各種計画の指標に関する項目」「幸福感」、「健康」、 

「自治会・町内会での活動」、「環境への取り組み」、「広報活動」、「楽寿園」、「災害対策」、「公共交通」、 

「文化的環境」、「障がいのある人への理解」、「男女共同参画」、「ドメスティック・バイオレンス」 

【新規調査：1 項目】 

「性的マイノリティ（ＬＧＢＴＱなどの性的少数者）」 

 

３ 令和４年度の結果の特徴 

特徴１ 「市への愛着率」や「住みやすさ」が高くなっています。 

(1)「市への愛着率」87.4％（前年度86.8％）は、平成15 年度の調査開始以降最高値となっています。 

（市への愛着率＝「非常に愛着を感じる」＋「やや愛着を感じる」） 

(2)「住みやすさ」91.6％（前年度90.7％）も、高い数値が維持されています。 

（住みやすさ＝「非常に住みやすい」＋「どちらかというと住みやすい」） 

 

 

 

 

 

ここがポイント！ 

● 「市への愛着率」87.4％は、調査開始以降、最高値となりました。 

● 将来都市像は「保健や医療、福祉の充実した優しさのあるまち」が１位でした。 

● 市の取り組みの満足率 1 位は「せせらぎと緑や花を活かしたまちづくり」69.3％。「ガーデンシティ

みしま」関連の項目を中心に高い満足率が維持されています。 

● 自治会・町内会での活動に参加している人が増えています。 

● 同報無線で火災のお知らせや時報チャイムを今後も継続すべきと考えている人が多数でした。 
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特徴２ 保健、医療、福祉のまちづくりへの期待が継続しています。 

 (1)将来都市像の調査では、「保健や医療、福祉の充実した優しさのあるまち」への期待が継続しています。 

 将来都市像 Ｒ4（前年比） Ｒ3（順位） Ｒ1（順位） 

1位 保健や医療、福祉の充実した優しさのあるまち 28.7（-2.5ポイント） 31.2（1位） 30.6（1位） 

2位 自然や環境に優しいやすらぎのあるまち 18.4（-0.6ポイント） 19.0（2位） 19.4（2位） 

3位 災害に強く安全で安心して暮らせるまち 12.4（+0.5ポイント） 11.9（3位） 12.3（3位） 

※Ｒ２は未調査 

 

特徴３ 市の取り組みの満足率は「せせらぎと緑や花を活かしたまちづくり」が高くなっています。 

(1)満足率上位3 項目 

「ガーデンシティみしま」の関連項目を中心に高い満足率が維持されています。 

 (2)不満率上位3 項目 

「歩道の整備」等、生活関連項目の不満率が高くなっています。 

▼項目別満足率(=「満足」＋「やや満足」)   

項目別満足率 分類 
Ｒ4 

（前年比） 

Ｒ3 

（順位） 

Ｒ2 

（順位） 

1位 せせらぎと緑や花を活かしたまちづくり 都市基盤 
69.3 

（+1.5ポイント） 

67.8 

（1位） 

70.6 

（1位） 

2位 公園・水辺空間の整備 都市基盤 
58.7 

（+0.8ポイント） 

57.9 

（2位） 

63.0 

（2位） 

3位 「広報みしま」による市政情報の提供 
協働・ 

行財政 

54.7 

（-0.8ポイント） 

55.5 

（3位） 

57.6 

（3位） 

    ▼項目別不満率(=「不満」＋「やや不満」) 

項目別満足率 分類 
Ｒ4 

（前年比） 

Ｒ3 

（順位） 

Ｒ2 

（順位） 

1位 歩道の整備 都市基盤 
41.1 

（-3.1ポイント） 

44.2 

（1位） 

37.9 

（1位） 

2位 三島駅周辺（北口・南口）の整備 都市基盤 
38.8 

（+1.1ポイント） 

37.7 

（3位） 

37.3 

（2位） 

3位 生活道路の整備 都市基盤 
38.5 

（-0.9ポイント） 

39.4 

（2位） 

35.7 

（3位） 
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特徴４ 自治会・町内会での活動に参加している人が増えています。 

『あなたは自治会・町内会のどのような活動に参加されていますか』の問いに対し、参加しているものに回

答した割合は、72 ポイントで、前年より 1.5 ポイント増えています。参加している活動は、美化活動（ゴミ、

町内清掃等）が4.3 ポイント増加し、地域の情報伝達（回覧）も3.5 ポイント増えています。 

 Ｒ4（前年比） Ｒ3 Ｒ2 

自治会・町内会活動参加率 72（+1.5ポイント） 70.5 69.3 

 

 
Ｒ4 

（前年比） 

Ｒ3 

（順位） 

Ｒ2 

（順位） 

1位 美化活動（ゴミ、町内清掃等） 
47.2 

（+4.3ポイント） 

42.9 

（1位） 

28.3 

（4位） 

2位 地域の情報伝達（回覧） 
45 

（+3.5ポイント） 

41.5 

（2位） 

42 

（1位） 

3位 防災訓練 
37.4 

（-1.1ポイント） 

38.5 

（3位） 

41.4 

（2位） 

 

特徴５ 同報無線で火災のお知らせと時報チャイムを今後も継続すべきと考えている人が多数でした。 

『同報無線では、火災のお知らせに限り、夜間・早朝（午後９時～翌朝７時）でもサイレン吹鳴と発生場所の

お知らせをしていますが、どう思いますか。』の問いに対し、「現状のまま、放送するべきである」と回答し

た人は、82.8％、「夜間・早朝は、市民メールやLINEで配信し、放送の必要はない」と回答した人は、13.4％

となりました。 

 

 

同報無線で火災のお知らせを継続すべきか（ｎ=1,161） 
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『同報無線では、正午と午後４時３０分に時報チャイムを鳴らしていますが、どう思いますか。』の問いに

対し、「今後も鳴らすべきである」と回答した人は78.9％、「鳴らす必要はない」と回答した人は7.9％、「正

午のみ鳴らしてほしい」と回答した人は5.2％「午後4時30分のみ鳴らしてほしい」と回答した人は5.1％とな

りました。 

 

 

 

 

時報チャイムを鳴らしていますがどう思いますか（ｎ=1,161） 
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令和４年度新規調査項目について 

 

（１）性的マイノリティ（ＬＧＢＴＱなどの性的少数者）について 

性的マイノリティ（ＬＧＢＴＱなどの性的少数者）の認知度や生きづらさを解消する取組への考えを調査し

ました。 

性的マイノリティの認知度は「言葉と意味の両方を知っている（59.2％）」の割合が最も高く、次いで「言葉

は知っている（25.2％）」、「知らない（13.4％）」となりました。 

 

 

 

（２）性的マイノリティの方々の生きづらさを解消する取組への考えについて 

性的マイノリティの方々に対する差別や偏見をなくし、生きづらさを解消するために、次のような取組等を行

うことについての考えを調査しました。 

「賛成」と「やや賛成」を合わせた“賛成”の割合が最も高いのは『相談窓口の設定・周知』（85.9％）とな

っています。一方、「やや反対」と「反対」を合わせた“反対”の割合が最も高いのは『申請書類等の性別記載

欄の見直し』（13.4％）となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

三島市企画戦略部広聴文書課 市民生活相談センター 
 〒411-8666 静岡県三島市北田町 4-47 担当：藤井 
TEL. 055-983-2621 FAX. 055-983-2753 e-mail：soudan@city.mishima.shizuoka.jp 

市民に対する啓発

企業に対する啓発

学校における教育・啓
発

相談窓口の設置・周知

申請書類等の性別記
載欄の見直し

パートナーシップを証明
する制度の創設
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性的マイノリティの取組への考え（各ｎ=1,161） 

賛成 やや賛成 やや反対 反対 無回答

性的マイノリティの認知度（ｎ=1,161） 
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スポーツみしまトップアスリート発掘・育成事業 

みしまジュニアスポーツアカデミー第８期生募集 
～ここから目指す世界の表彰台～ 

 

 

平成２７年度からスタートした、みしまジュニアスポーツアカデミーは、「ここから目指す世界の表彰台」をコ

ンセプトに、将来、全国大会や国際舞台で活躍できる選手を発掘・育成する取り組みです。 

みしまジュニアスポーツアカデミーでは、１１月から約１年間のトレーニングプログラムを行う第８期生の募

集を行います。第８期生は、１０月に行う選考会で運動能力の高い２０名程度を選考する予定です。 
 

 
 

１ 開講式までのスケジュール 

 ９月 １日（木）   募集開始（市内各小中学校に申込書配布） 

１０月 ２日（日）   募集締切 

１０月 ９日（日）   選考会 午後６時３０分から 市民体育館１階 競技場 

１１月１５日（火）   開講式 午後７時から 静岡県総合健康センター ホール 
 

２ 事業内容 

・対 象 者：市内在住または在学の小学５年生～中学２年生 
・申込方法：申込書（ＨＰからダウンロード可）に必要事項を記入し、１０月２日（日）までにみしま

ジュニアスポーツアカデミー事務局（411-0033 三島市文教町 2-10-57 スポーツ推進課

内）へ持参・郵送または電子フォームによる申請 
・選考会内容：新体力テストに準ずる ※一部種目変更の可能性あり 

・合格者数：２０名程度 

・体験競技：自転車、ホッケー、レスリング、ボート、フェンシング 
 

３ 修了生および第７期生のこれまでの経過 

・第１期生 ボート    全日本中学選手権競漕大会（シングルスカル） 準決勝進出 

      レスリング  高校総体（団体戦）              出場 

・第３期生 レスリング  U-15アジア選手権大会            ３位 

             JOCジュニアオリンピックカップ     ３位 

             全国高校選抜レスリング大会       ３位 

             全国中学生レスリング選手権         優勝 

             全国少年少女選抜レスリング選手権    ２位 

      フェンシング 高校総体                出場 

      自転車    高校総体                出場 

・第４期生 レスリング  JOCジュニアオリンピックカップ        ３位 

・第５期生 フェンシング J-STARプロジェクト競技団体育成選手   選出 

・第６期生 レスリング  全国少年少女レスリング選手権      ３位 

７期生は２１名在籍し、育成プログラム（体幹トレーニングや栄養学講座等）、自転車・フェンシング・

ホッケー競技体験を終え、現在、ボート体験中。今後はレスリングの競技体験を行い、プログラム終了。 
 

ここがポイント！ 

● 東京オリンピック・パラリンピック開催を契機とした、選手の発掘・育成の取り組みである。 

● 運動能力の高い子どもたちを選抜し、部活動や学校では経験できない新たな競技に挑戦する機会を作る。 

三島市健康推進部スポーツ推進課 〒411-0033 静岡県三島市文教町2-10-57 担当：植松 
TEL. 055-987-7571 FAX. 055-987-8550 e-mail：sport@city.mishima.shizuoka.jp 
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令和４年 秋の全国交通安全運動 
～安全を つなげて広げて 事故ゼロへ～ 

 

市民一人ひとりが、安全を第一に考え、交通ルールの遵守と交通マナーの実践に努めることにより、交通

事故防止を図ります。 

 
１ 日時・場所 

日 時  令和４年９月２１日（水）～３０日（金）の１０日間 

  場 所  三島市内各所 

２ 主な事業の詳細  

・初日一斉街頭広報 
日時 令和４年９月２１日（水） 
内容 運動開始を周知する「初日一斉街頭広報」を各種交通関

係団体と協力して行います。市役所前では、三島警察署、

交通関係団体、市民関係団体、三島市の１４０名で、の

ぼり旗を掲出してドライバーや歩行者に交通安全の啓発

を行います。 

 

 

・シートベルトとチャイルドシートの着用調査  

日時 令和４年９月２６日（月） 

内容 徳倉幼稚園の駐車場で、シートベルトとチャ

イルドシート着用の徹底を呼びかけます。 

 

 

 

・「交通事故死ゼロを目指す日」街頭広報 
日時 令和４年９月３０日（金） 
内容 三島警察署や交通安全協会など交通安全関係団体との協

働で、朝の交通量の多い国道１３６号沿いに立ち、通行

車両に交通安全を呼びかけます。 

 

ここがポイント！ 

● 初日一斉街頭広報の日（９月２１日（水））：本運動の開始を広報するとともに、街頭における交通

指導等を行い、期間中に行われる各種活動への取組意識を高めます。 

● 交通事故死ゼロを目指す日（９月３０日（金））：全国一斉に行う「交通事故死ゼロを目指す日」に

合わせ、函南町と合同で国道沿いにパネルやのぼり旗を持って、通行車両に交通安全を呼びかけます。 

三島市環境市民部 地域協働・安全課 〒411-8666 静岡県三島市北田町4-47 担当：佐藤 
TEL. 055-983-2651 FAX. 055-975-3130  

 
 

▲こども園での着用調査（令和４年夏） 

▲初日一斉街頭広報（令和４年夏） 

▲ゼロを目指す日街頭広報（令和３年秋） 



 

令和４年 秋の全国交通安全運動実施計画書 
１ 期   間   ９月２１日（水）～９月３０日（金）まで１０日間 
２ スローガン   ～ 安全を つなげて広げて 事故ゼロへ ～ 
３ 運動の重点   ○子供と高齢者を始めとする歩行者の安全確保 

○夕暮れ時と夜間の歩行者事故等の防止及び飲酒運転の根絶 
○自転車の交通ルール遵守の徹底 
○交差点での安全確認 

４ 行事関係 

 実 施 日 行  事  内  容 実 施 場 所 関係機関・団体 

初日一斉街頭広報 

９月２１日 
（水） 

7:30～8:00 
 

交通安全運動の周知徹底

と、交通安全意識の高揚を図

り正しい交通ルールとマナー

の実践を促すため、関係機関

団体の協力を得て、市役所前、

自治会主要交差点、通学路で

街頭広報・指導を実施する。 

三島市役所

前・自治会主

要交差点・通

学路 

三島市 
三島警察署・警友会 
市議会 
交通安全協会 
安全運転管理協会 
交通指導員会 
交通安全保護者の会 
交通事故撲滅市民の会 
シニアクラブ三島 
地域交通安全活動推進委員会 

JAF交通安全 
キャンペーン 

９月２３日 
（金） 

11:00～14:30頃

の内２時間程度 

反射材のぬり絵コーナー等

を設置し、観光客等に向けて

チラシや啓発品を渡しながら

交通安全を呼びかける。 

三島スカイ 
ウォーク 

静岡県 
函南町・三島市 
三島警察署 
交通安全協会 
交通安全指導員 
JAF 

シートベルトとチ

ャイルドシートの

着用調査 

９月２６日 
（月） 

8:30～9:00 

保育園・幼稚園児の保護者

に対し、シートベルト・チャ

イルドシートの正しい着用の

徹底を推進する。 

徳倉幼稚園 
三島市 
交通安全指導員 
交通安全保護者の会 

夕暮れ時と夜間の

交通事故防止の日 

９月２７日 
（火） 

17:00～18:00 

自転車利用者へ正しいルー

ルの徹底とともに「ピカッと作

戦！」を推進として、反射材の

着用を呼びかける。また、のぼ

り旗を掲出し飲酒運転の根絶

の広報を行う。 

日清プラザ・ 
イトーヨーカ

ドー三島店前

交差点周辺 

三島市 
三島警察署 
交通安全指導員 
交通指導員会 

二人三脚 
高齢者訪問 

９月２９日 
（木） 

10:00～11:30 

交通安全指導員、民生委員、

市役所が協力し、高齢者宅を

訪問して交通安全を呼びかけ

る。 

西本町 
三島市 
民生委員 
交通安全指導員 

交通事故死ゼロを 
目指す日 

９月３０日 
（金） 

7:30～8:15 

交通事故死ゼロを目指す運

動の周知を図るため、パネル

やのぼり旗を持って通行車両

に呼びかける。 

国道１３６号 
大場川南 
交差点 

函南町・三島市 
三島警察署 
交通安全協会 
交通安全指導員 
交通指導員会 
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小学生・中学生の環境衛生に関する力作が一堂に 

環境衛生週間ポスター・標語展「優秀作品の展示及び表彰式」 
～「限りある資源を大切にする環境先進都市・三島」を目指して～ 

 

 三島市では、若い世代の環境衛生に対する意識の向上を図るため、環境衛生週間に合わせて、市内の小学

４年生から中学３年生までを対象に、環境衛生に関する啓発ポスター及び標語の作品を募集しました。 

 応募のあった作品のうち優秀な作品については、「環境衛生週間ポスター・標語展」として作品の展示及

び表彰式を開催します。 

 

 

１ 優秀作品（特選及び入選作品）の展示 

  令和４年９月２２日（木）～１０月７日（金）【祝日・日曜日を除く】 

   月～金：午前８時３０分～午後５時１５分 

   土：午前８時３０分～正午 

  三島市役所本館 玄関ロビー                 

２ 優秀作品（特選及び入選作品）の表彰式 

  令和４年９月３０日（金） 午後６時３０分～ 

  三島市民生涯学習センター３階 多目的ホール 

３ 表彰数（予定） 

  ポスターの部（小学生・中学生各１９点、計３８点） 

   特選８点（市長賞２点、市議会議長賞２点、教育長賞２点、市環境美化推進員会会長賞 ２点）、           

  入選１０点、佳作２０点                       

標語の部（小学生・中学生各１９点、計３８点） 

   特選８点（市長賞２点、市議会議長賞２点、教育長賞２点、市環境美化推進員会会長賞２点）、 

   入選１０点、佳作２０点 

４ 過去の応募状況 

  平成 29年度  ポスター348点、標語 1,476点、計 1,824点 

  平成 30年度  ポスター354点、標語 1,413点、計 1,767点 

    令和元年度   ポスター382点、標語 1,453点、計 1,835点 

  令和２年度   ポスター263点、標語 1,074点、計 1,337点 

  令和３年度   ポスター338点、標語 1,267点、計 1,605点 

 

※現在は作品募集中であるため、受賞作品決定後に改めて詳細をお知らせいたします。 
 

 
 

 

ここがポイント！ 

● 本事業は昭和５８年度から実施しており、本年度で第４０回になります。 

● 標語の特選作品についてはのぼり旗を作成し、各種環境衛生イベントで掲示・活用します。 

● 環境衛生週間とは、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」の施行日である９月２４日（清掃の日）から

「浄化槽法」の施行日である１０月１日（浄化槽の日）までの１週間（８日間）を言います。 

三島市環境市民部廃棄物対策課 〒411-0000 静岡県三島市字賀茂之洞4703-94 担当：江間 
TEL. 055-971-8993 FAX. 055-971-8994 e-mail：haitai@city.mishima.shizuoka.jp 

【昨年度の表彰式】 
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記者会見資料 

心のバリアフリー社会の実現を目指して 

バリアフリー教室 in長伏小 
～車いす体験等から手助けや介助方法を学ぶ～ 

 

市では、三島市移動等円滑化基本構想の基本方針の一つである「心のバリアフリーの推進」を目的に、 

毎年、市内の小学生を対象にした「バリアフリー教室」を開催しています。 

この教室を通して、障がいのある方等への理解を深めることで、誰もがごく自然に障がいのある方をサポ

ートできる「心のバリアフリー」社会の実現を目指します。 

 

 

 

１ 日時・場所 

令和４年９月８日(木)午後 1時 15分～3時  

三島市立長伏小学校 体育館(三島市長伏226番地の５) 

 

２ 事業の概要 

参加者：三島市立長伏小学校４年生（２クラス 44名） 

主 催：国土交通省中部運輸局静岡運輸支局、三島市、 

社会福祉法人三島市社会福祉協議会 

内 容：①講話（福祉教育講師より） 

障がいのある方からの体験談、バリアフリーの基礎知識 

     ②疑似体験及びサポート体験等 

車いす体験、ノンステップバス乗降体験等 

 

３ これまでの経過 

平成 20年から取組を開始（今年で 15回目の開催） 

 
 
 
 
 
   

 
 
 

ここがポイント！ 

● 車いす体験や低床バスの乗降体験、障がいのある方からの体験談を聞くことにより、日常生活にお

けるバリアとは何かを知り、バリアフリーに関する理解と関心を深めます。 

● 中部運輸局静岡運輸支局、三島市社会福祉協議会、三島市の３団体による共催で行います。 

三島市計画まちづくり部都市計画課 〒411-8666 静岡県三島市北田町 4-47 担当：原 

TEL. 055-983-2631 FAX. 055-973-7241 e-mail：toshikei@city.mishima.shizuoka.jp 

【ノンステップバス乗降体験】 

【車いす体験】 

過去の実施状況 
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三島の秋 2022 みしまの文化百花繚乱 

第５４回三島市民合唱祭 
 

三島市民合唱祭は、三島市内及び近隣市町で活動している多数の合唱団が出演する市内最大の合唱の祭典

です。日ごろの練習成果の発表を通じて合唱団が互いに学びあい、団体間の交流を深めることにより、地域

の音楽文化の振興に寄与することを目的に、昭和４４年から開催されています。女声、混声、男声、児童の

多彩なジャンルの曲が披露され、市民の音楽鑑賞の機会としても親しまれています。 

今年度は３６の合唱団体が出演します。団体の個性が光る歌声をお楽しみください。 

 

 
 

１ 開催概要 

(1) 日 時 令和４年９月１１日（日）開場 ９：３０ 

１０：１５～１６：３０（予定） 

(2) 会 場 三島市民文化会館 大ホール 

(3) 主 催 三島市合唱協議会（会長：青木 不二子） 

三島市、三島市教育委員会 

(4) 内 容  

・ ３６の合唱団体の発表（持ち時間：１団体８分） 
 ※感染症対策のためマスク着用で発表します。 
・ 全合唱団の発表終了後、講師から団体それぞれに講評をいただき、今後の練習の指針とするとと

もに、技術向上への取り組みの意欲を培う。 
講師：岡部 申之（おかべ のぶゆき）氏 

・ 入場料 無料（自由席） 

 

２ 開催実績 

 開催日 出演団体数 出演者数 来場者数 

第 49回 平成 29年 9月 10日(日) 37団体 786人 1,200人 

第 50回 平成 30年 9月 9 日(日) 40団体 813人 1,200人 

第 51回 令和元年 9月 8日（日） 44団体 792人 1,150人 

第 52回 中止 － － － 

第 53回 中止 － － － 

 

ここがポイント！ 

● 合唱やアカペラなど、団体ごとに異なる歌い方をお楽しみいただけます。 

● 三島北高等学校音楽部、沼津東高等学校音楽部、日本大学三島高等学校・中学校合唱部、三島長陵高

等学校合唱部の４校が出演します。 

三島市産業文化部文化振興課 〒411-8666 静岡県三島市北田町4-47 担当：佐藤 
TEL. 055-983-2756 FAX. 055-981-7720  e-mail：bunka@city.mishima.shizuoka.jp 

【 第５１回三島市民合唱祭 】 
 



令和４年度三嶋大祭りについて 

商工観光課  

 

 

〇開催期間 

  令和４年８月１５日（月）～１７日（水） 

 

〇３日間の人出・主な行事   ※実行委員会発表 

  ８月１５日（月）１７万人 

山車とシャギリの日（山車シャギリ大会・子供しゃぎり大会など） 

  ８月１６日（火）２５万人 

伝統芸能の日（頼朝公旗挙げ行列・大神輿・手筒花火など） 

  ８月１７日（水）１２万人 

踊りの日（農兵節パレード・みしまサンバパレードなど） 

 

※３日間合計 ５４万人 

 

〇ダイドーグループ企画「日本の祭り」に選定 

 ダイドーグループの企画「日本の祭り」に三嶋大祭りが県内で唯一選定され、SBS

の特別番組（10月 2日 午後 4時 5分～1時間放送）で紹介されます（来年には BS

で全国放送、YouTubeで配信）。 
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